
  

  

 

建設経済常任委員会会議録 

    

１ 日 時        令和３年６月１８日（金） 

   午後０時５７分～午後１時１４分 

       

２ 場 所       議員協議会室 

    

３ 出 席 委 員       委 員 長 小野寺美穂 副委員長 菅 原 和 子 

   委  員 千 葉 栄 幸 委  員 大 友 康 信 

   委  員 佐々木哲男 委  員 及 川 秀 一 

   委  員 山田龍太郎   

       

４ 欠 席 委 員       な し    

       

５ 説明のため 

出席をした 

者の職氏名 

 生 活 経 済 部 長  大久保 啓 二  

  建 設 部 長 三 浦  仁  

  建 設 部 次 長 兼 

都 市 計 画 課 長 
馬 場 浩 一  

  市 民 課 長 佐々木 賢 一  

  土 木 課 長 村 上  諭  

  北 釜 整 備 推 進 室 長 車 塚 仁 悦  

  建 設 部 企 画 員 兼 

土 木 課 長 補 佐 
大 沼 孝 宏  

   市 民 課 長 補 佐 仙 石 麻里子  

   都市計画課長補佐兼 

建 築 係 長 
渡 邊 文 彦  

   北釜整備推進室長補佐 大 友 博 明  

   市 民 課 主 幹 兼 

市 民 係 長 
境  幸 代  

   都市計画課技術主幹兼 

都 市 計 画 係 長 
佐 山 昭 徳  

   土 木 課 主 幹 兼 

土 木 総 務 係 長 
熊 谷 恵 美  



  

  

 

   北 釜 整 備 推 進 室 

北 釜 整 備 推 進 係 長 
奈 良  厚  

      

６ 事務局職員  事 務 局 長 相 澤 幸 也  

   次長兼議会総務係長 西 村 雅 裕  

   主 査  大 宮  透  

     

７ 付 議 事 件         

 （１） 議案第７３号 名取市手数料条例の一部を改正する条例 

 （２） 

 

議案第７５号 

 

名取市地区計画の区域内における建築物

の制限に関する条例の一部を改正する条

例 

 （３） 議案第７６号 仙塩広域都市計画事業名取市閖上地区被

災市街地復興土地区画整理事業等の施行

に関する条例の一部を改正する条例 

 （４） 議案第７９号 市道路線の廃止について 

 （５） 議案第８０号 市道路線の認定について 
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     午後０時５７分 開会 

○委員長（小野寺美穂） 出席委員は定足数に達しておりますので、委員会条

例第14条の規定により委員会は成立いたしました。 

 ただいまから建設経済常任委員会を開会いたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議は、お手元に配付の委員会次第書のとおりであります。 

 この際、報告をいたします。 

 委員会条例第19条の規定により、生活経済部長、建設部長及び担当課長等の

出席を求めておりますので、報告いたします。 

 以上で報告を終わります。 

 それでは、付託議案の審査に入ります。 

 初めに、議案第73号 名取市手数料条例の一部を改正する条例を議題といた

します。 

 これより、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。大友康信委員。 

○委員（大友康信） 再交付の際の手数料は地方公共団体情報システム機構が

定めて発生するものであったかと思いますが、これを削除するということで市

の作業や負担はもうなくなるということでよいのでしょうか。 

〇委員長（小野寺美穂） 答弁、市民係長。 

〇市民課市民係長（境 幸代） 法施行後のことになりますが、一般の市民の

方が御自身の責任によりなくされてしまった場合、再交付するということは残

ります。現在は800円を条例手数料として規定しており、なくしてしまったも

のを再交付する場合にはいただいて歳入しています。今後は手数料を徴収でき

るのが地方公共団体情報システム機構となり、地方公共団体情報システム機構

に対して手数料を支払うということになるだけなので、特に市民の負担がなく

なるということはありません。 

〇委員長（小野寺美穂） 大友康信委員。 

〇委員（大友康信） 市民の負担についてではなく、再交付の際に市の窓口は

使わずに直接地方公共団体情報システム機構に行くことになるのでしょうか。

市の作業や負担はなくなるということですか。 
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〇委員長（小野寺美穂） 答弁、市民係長。 

〇市民課市民係長（境 幸代） 窓口での再交付の流れも変わりません。ま

ず、800円を徴収して歳計外として管理するものとして捉えています。一時的

に預かって、最終的には地方公共団体情報システム機構に支払うということで

す。 

〇委員長（小野寺美穂） ほかにありませんか。佐々木哲男委員。 

〇委員（佐々木哲男） 再発行をした後に以前のカードが見つかった場合の対

応はどのようにされるのか伺います。 

〇委員長（小野寺美穂） 答弁、市民係長。 

〇市民課市民係長（境 幸代） 紛失した場合、国に対して一旦停止手続がで

きます。停止手続をして、その間に紛失したカードが見つかれば停止を解除し

て、カードが使えるようになるということです。カードが見つからない場合に

はカードの再発行の申請をすることができます。申請をしている間に見つかっ

たということであれば、できあがったカードを受け取ることもなく、申請を取

り下げて元々のカードを使うことができます。 

○委員長（小野寺美穂） ほかにありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小野寺美穂） ほかになしと認めます。これをもって質疑を終結い

たします。 

 これより議案第73号に対する討論に入ります。討論はありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小野寺美穂） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いた

します。 

 これより議案第73号 名取市手数料条例の一部を改正する条例を採決いたし

ます。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の委員の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○委員長（小野寺美穂） 起立全員であります。よって、議案第73号は原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第75号 名取市地区計画の区域内における建築物の制限に関する
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条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

 これより、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。佐々木哲男委員。 

○委員（佐々木哲男） 資料にあるように２つのエリアがあり、１つは公共公

益施設地区が5.2ヘクタールとあり、防災公園、神社、お寺、墓地などがある

エリアと限定しています。図面の左下の部分もあえて地区計画という規制をし

なければならないものなのか伺います。 

〇委員長（小野寺美穂） 答弁、都市計画課長。 

〇都市計画課長（馬場浩一） 防災公園、既存の神社、集会所、お寺などを地

区計画として定めていますが、こういった施設を守るために都市計画上の手続

を踏んでいるということです。 

〇委員長（小野寺美穂） 佐々木哲男委員。 

〇委員（佐々木哲男） この地区計画には様々なタイプがあって、少し調べた

ら、幹線道路沿道の計画開発地における環境・景観の周囲との調和というくく

りの中での地区計画かと捉えています。公園などの景観も含めた全体として北

釜地区と考えるという捉え方でよいですか。 

〇委員長（小野寺美穂） 答弁、都市計画課長。 

〇都市計画課長（馬場浩一） 委員お見込みのとおりです。 

○委員長（小野寺美穂） ほかにありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小野寺美穂） ほかになしと認めます。これをもって質疑を終結い

たします。 

 これより議案第75号に対する討論に入ります。討論はありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小野寺美穂） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いた

します。 

 これより議案第75号 名取市地区計画の区域内における建築物の制限に関す

る条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の委員の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 
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○委員長（小野寺美穂） 起立全員であります。よって、議案第75号は原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第76号 仙塩広域都市計画事業名取市閖上地区被災市街地復興土

地区画整理事業等の施行に関する条例の一部を改正する条例を議題といたしま

す。 

 これより、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小野寺美穂） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いた

します。 

 これより議案第76号に対する討論に入ります。討論はありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小野寺美穂） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いた

します。 

 これより議案第76号 仙塩広域都市計画事業名取市閖上地区被災市街地復興

土地区画整理事業等の施行に関する条例の一部を改正する条例を採決いたしま

す。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の委員の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○委員長（小野寺美穂） 起立全員であります。よって、議案第76号は原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第79号 市道路線の廃止について及び議案第80号 市道路線の認

定についてを一括して議題といたします。 

 これより、議案第79号及び議案第80号について、一括して質疑を行います。

質疑はありませんか。佐々木哲男委員。 

〇委員（佐々木哲男） 議案第80号の資料で認定する市道が示されています。

この資料中、箱囲いで表示されている説明の具体的な内容について伺います。 

〇委員長（小野寺美穂） 答弁、土木総務係長。 

〇土木課土木総務係長（熊谷恵美） 議案書の64ページに市道認定調書があ

り、閖上300号と閖上303号の間に閖上301号、閖上302号の記載がありませんで
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したので、補足として資料に記載しております。この２路線は閖上24号日和山

線を閖上301号に、閖上113号閖上小塚原線を閖上302号に路線番号を変更する

ものです。市道の認定、廃止において議決が伴うものは起点や終点が変更にな

った場合です。日和山線と閖上小塚原線は起点及び終点の変更はなく、路線番

号のみ変更となったため、今回議案としては提出しておらず変更告示を行うこ

とで対応したいと考えるものです。 

〇委員長（小野寺美穂） 佐々木哲男委員。 

〇委員（佐々木哲男） 閖上地区の道路の認定について、震災復興からの道路

整備等も大詰めということで、この認定を行うことで大体完了したという捉え

方でよろしいでしょうか。 

〇委員長（小野寺美穂） 答弁、土木課長。 

〇土木課長（村上 諭） 議案第79号資料の１ページをご覧ください。右上に

閖上２ 河口線がありますが、この路線は現在名取川の災害復旧事業に伴いま

して、河川区域の中の堤防の下にあります。これについては今回廃止のみとい

うことになりますが、この区域は漁港区域になっており国の土地と県の土地の

交換手続がまだ済んでおりません。これが済んだら改めて河口線を認定しま

す。従いまして、残り１路線で完了ということになります。 

〇委員長（小野寺美穂） ほかにありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小野寺美穂） ほかになしと認めます。これをもって質疑を終結い

たします。 

 これより、議案第79号に対する討論に入ります。討論はありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（小野寺美穂） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いた

します。 

 これより、議案第79号 市道路線の廃止についてを採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の委員の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○委員長（小野寺美穂） 起立全員であります。よって、議案第79号は原案の

とおり可決すべきものと決しました。 
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 次に、議案第80号に対する討論に入ります。討論はありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（小野寺美穂） 討論なしと認めます。これをもって討論を終結いた

します。 

 これより、議案第80号 市道路線の認定についてを採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の委員の起立を求めます。 

     〔賛成者起立〕 

○委員長（小野寺美穂） 起立全員であります。よって、議案第80号は原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

 この際、お諮りいたします。議案第73号、議案第75号、議案第76号、議案第

79号及び議案第80号の５か件に対する委員会審査報告書の作成につきまして

は、委員長に御一任願いたいと思います。これに御異議ありませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（小野寺美穂） 御異議なしと認めます。よって、委員会審査報告書

の作成については、委員長に一任することに決しました。 

 以上で、本日の付議事件は全て終了いたしました。 

 本日の委員会はこれにて散会いたします。 

 大変お疲れさまでした。 

     午後１時１４分 散会 

 

 令和３年６月１８日 

建設経済常任委員会 

 委員長 小野寺 美穂 


